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 「ウ」を中国人の初学者はまず[u]でだすだろう。日本語に/u/と/ɯ/ の音素対立がない 
 からといって、[u]で「ウ」を発音させることは、「ウ」と「オ」の混同をもたらすお 
 それもあり、好ましいことではない。 









































2.2 識別能力テスト(調査 1) 
(1) 調査協力者 
















となる。発音者は 20 代、東京出身の男性１名である1。 
(3) 手順 
識別能力テストでは、ア行、ナ行、マ行の 15 個の音声をランダムに、2 秒の間隔で基本
的に１回のみ(学習者が間に合わなかった場合は 2 回目を聞かせた)学習者にイヤホーンを
通して聞かせる。学習者に母音だけが異なる 5 つの選択肢から、聞いた音声と一致する仮
名を 1 つ選んでもらった。(ｎ＝270：15 項目×協力者 18 名) 
(4) 結果と考察 
識別能力テスト全体の正解率は 98.15％であり、270 項目の中で、5 個の誤答が出ている。





















 そこで、本節の調査 2 では、/ア/、/イ/、/ウ/、/オ/に関する日本語母語話者の評価から、
学習者に母語話者並みの能力があるかを検証することを目的とする。 
                                                        
1 本研究では、音声の収録は SONY 社の ICD-SX713 レコーダーを使用した。 
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話者 10 名 
 学習者の音声：中国北方出身、北方方言を母語とする中上級日本語学習者 20 名(出身
地：黒竜江省、吉林省、遼寧省、北京市、河北省) 
② 評価者：刺激音の発音者と異なる日本語母語話者 5 名(20 代～30 代；東京圏出身 
     4 名、長野県出身 1 名) 










91.0％、36.1％である。母音種類別の発音自然率は表 1 を参照されたい。 
 
                     表 1 学習者の発音の自然率(％) 
発音 /ア/類 /イ/類 /ウ/類 /エ/類 /オ/類 









                                                        
2 同じ母音である 3 つの音声を１つの分類にまとめている。たとえば、/ア/類には/あ/、/な/、/ま/が含ま
れている。 






  Flege(1995)の「音声学習モデル(SLM: Speech Learning Model)」と Major＆Kim(1996)の「類











(4.2 節の調査 3)、類似音(対応する音)があるかどうか(4.3 節の調査 4)を確認することを目
的とする。 
 
4.2 学習者による類似度判断テスト(調査 3) 
(1) 調査協力者 






















15 項目となる(言語内ｎ＝15：中国語項目 10＋日本語項目 5)。調査項目のパターンの種類
と実験手順を学習者に伝えておき、五段階評価で(1 はとても似ていない、5 はとても似て








/ア/1・/ア/2      [a]1・/ア/1 
/イ/1・/イ/2      [a]1・/ア/2 
/ウ/1・/ウ/2       [a]2・/ア/1 
/エ/1・/エ/2      [a]2・/ア/2 
/オ/1・/オ/2      [i]1・/イ/1 
[a]1・[a]2      [i]1・/イ/2 
[uo]1・[uo]2     [i]2・/イ/1 
[ɤ]1・[ɤ]2       [i]2・/イ/2 
[i]1・[i]2       [u]1・/ウ/2 
[u]1・[u]2      [u]2・/ウ/2 
[y]1・[y]2      [ou]1・/オ/1 
[ai]1・[ai]2     [au]1・/オ/1 
[ei]1・[ei]2     [au]2・/オ/2 

































   [ɤ]1・/エ/1 等 
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  クラスター分析(Ward法)のデンドログラムから中国人日本語学習者が捉えた両言語の母
音の類似関係が確認できる。215 ペアの刺激音は 3 つのクラスターに分けられる。まとめ 
















4.3 類似音の判定(調査 4) 










 18 人の学習者を対象に調査をした結果は次の通りである。 
 /ア/、/イ/、/ウ/については、全員がそれぞれ[a] [i] [u]のみを選んでいるのに対し、/エ/、/
オ/に関しては、学習者間で捉えている類似音が異なる。/エ/は[ei]を選んだ学習者が 11 人、
[ai]を選んだ学習者が 7 人である;/オ/に関しては、[ou]を選んだ学習者が 12 人、[au]を選ん
だ学習者が 6 人である。学習者が/エ/と/オ/を選んだパターンは、4 種類にまとめられる
(①[ei]と[ou]8 人；②[ai]と[au]3 人；③[ai]と[ou]4 人；④[ei]と[au]3 人)。今回の調査では、
多肢選択が可能であったが、学習者による多肢選択はなかった。なお、学習者による自由




























表 3  中上級学習者が捉えている類似音と類似度6 
日本語 中国語の類似音 学習者が判断した類似度 
/ア/ /a/ 相対的に高い 
/イ/ /i/ 相対的に高い 
/ウ/ /u/(/y/) 特定できない 
/エ/ /ei/、/ai/ 相対的に低い 
/オ/    /ou/、/au/(/uo/) 相対的に低い 
                                                        
6 ()にある音は調査 4 では現れていないものである。 
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Acquisition of single vowels by Chinese 




  This paper is focused on Chinese speaking learners of Japanese, and used (1) categorical ability 
test, (2) pronunciation evaluation by native speakers of Japanese, (3) similarity judgment and (4) 
similar sound judgment to grasp the acquisition state of Japanese single vowels by learners. 
  As a result, there is no confusion problem of Japanese single vowels for learners, but it is found 
that none of single vowels’ pronunciation has reached the same level as the native speakers when 
prosodic conditions are not controlled. And it can be said from the results of similarity judgment by 
the learners that the similarity of /a/ and /i/ is higher than /e/ and /o/. However, among similar 
sounds, it also showed that it is difficult to define similar sounds from the traditional "single 
vowel" vs. "single vowel" phonological system because it also contains diphthong sounds. 
Furthermore, it shows that different learners substitute different diphthong sounds depending on the 
result of similar sound judgment, and it is also surmised that the diversity of interlanguage 
development. 
